
第 7 回 ｢産科医療補償制度原因分析委員会｣ 次第

日 時 : 平成 2 1 年 9 月 4 日 (金)

1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 " 機構 9 階ホール

1 . 開 会

2 . 議 事

1 ) 前回の原因分析委員会にお け る 主な意見

2 ) 原因分析報告書案作成マニ ュ アルについて

( 1 ) 医学的評価等を記載する に当 た っ て の用語

( 2 ) 医学用語の解説

3 ) 原因分析報告書の公表について

( 1 ) 公表内容

( 2 ) 公表方法

4 ) N I C U等か ら の新生児期医療の情報収集について

5 ) その他

3 . 閉 会



1 資 料 一 覧 l

[資料]

O 医学的評価 " こ用い る 用語 も こっいて 匿國虱
○ 原因分析のた めの診療情報の入手について (お願い) ･ ･ 資料 2 ー 1 I
0 診療情報の提供るこっいて (お願い) ･ ･ 降料 2 ー 2｣

[参考資料]

○ 医学用語の解説 (案 1 ~ 5 )

○ 原因分析報告書 (公表用 、 案 1 ~ 3 )

惨考資料 1
　　 　

珍珍る 貝木斗 2



1 ) 前回の原因分析委員会にお け る主な意見

○ ｢原因分析のた め の保護者か ら の意見｣ について 、 多 く の保護者はカル

テ 開示がで き る と い う情報を知 ら ないた め 、 案内文にその 旨 を記載す る こ

と を将来的に検討 して ほ しい。

○ 保護者が意見を記入する に あた り 、 カ ルテ 開示等の問い合わせがあ っ た

場合に 、 均一な情報提供を行 う た め Q &A等の方式で作成 してお く 。

○ 原因分析報告書の ｢事例の概要｣ の事実経過に関 して 、 分娩機関 と 保護

者の意見が 、 原因分析をする に あた り 重要な事柄が大き く 食い違っ てい る

場合に限 り 、 補充の聞き 取 り を して も いいのではないか。

○ 原因分析報告書が 、 保護者に対 して分か り やすい 内容 と な る よ う 、 医学

用語の解説の掲載方法について検討して ほ しい 。

○ 診療録等の改窺の疑いがあ る も の について 、 原因分析委員会では調査は

し ない も の の 、 明 ら かに不実記載が あ る場合は 、 部会か ら本委員会に上げ

て 、 本委員会にて審議を行 う 。 ま た 、 不実記載だけ を 問題にす る のではな

く 、 重大な過失が あ る よ う な事案について は 、 調整委員会にて対応する よ

う 手続き を取る 。

2 ) 原因分析報告書案作成マニ ュ アルにつ いて

原因分析に携わ る産科医 ･ 助産師等のた め に 、 原因分析報告書を作成する

にあたっ て の基本的な考え方を ｢原因分析報告書案作成マニ ュ アル ( 4 月 2

1 日 版) ｣ (以下 ｢マニ ュ アル｣ と い う 。 ) と し て ま と めてい る が 、 その後 の原

因分析委員会の審議を踏ま えて改定する こ と と してい る 。

今回は 、 原因分析員会での模擬部会の審議を踏ま え 、 マニ ュ アル中 の ｢ 4 .

臨床経過に関する 医学的評価｣ を記載する 際に使用する 用語についてま と め

た。

ま た 、 ｢ 6 . 関連資料｣ 中 の ｢医学用語の解説｣ に関 して 、 そ の掲載方法に

ついて ま と めた 。

( 1 ) 医学的評価等を記載する に 当 た っ ての用語

第 4 回 、 第 5 回の原因分析委員会での模擬部会を通 し 、 医学的な評価の考

え方 と 、 それぞれの医学的評価の レベルに使用する 用語の整理、 お よ び表現

の統一についてマニ ュ アルで示す必要が あ る ため 、 こ れを整理 した。



整理に あたっ て は 、 死因究明モデル事業の ｢調査に携わ る 医師等のため の

評価の視点 ･ 判断基準マニ ュ アル案 ( 2 0 0 8 年度版) ｣ お よび模擬部会で取

り ま と めた仮想事例 1 と 仮想事例 2 の原因分析報告書の 中で記載 さ れてい る

用語を参考に した。

※資料 1 医学的評価に用い る 用語について

( 2 ) 医学用語の解説

原因分析報告書に使用 される 医学用語に関 して 、 保護者が読んで分か り や

すい内容 と する た め に 、 解説文の記載方法について 、 下記の 5 つの案に整理
した 。

案 1 報告書の最後に医学用語の解説をつ け る 。 * の横に注釈番号をつけ る 。

案 2 項 目 ご と に 区切 り 、 そ の項 目 の後 に 医学用語の解説をつ け る 。 * の横
に注釈番号をつ け る 。

案 3 難 しい医学用語で、 そ の用語を理解で き ないた め にそれ以降の文章の

内容が理解で き ない も の に は 、 段落 ご と に簡単な解説をつ け る 。 さ 拭こ 、

報告書の最後に医学用語の解説をつけ る 。 * の横に注釈番号をつけ る 。

案 4 難 しい医学用語で 、 そ の用語を理解で き ないた め にそれ以降の文章の

内容が理解でき ない も の には 、 括弧で簡単な説明 をつ け る 。 さ ら に 、 報

告書の最後に医学用語の解説をつけ る 。 * の横に注釈番号をつ け る 。

案 5 報告書 と は別に医学用語の解説書を添付す る 。 文中 の * の横に注釈番
号をつけ る 。

案 メ リ ッ ト デメ リ ッ ト

案 1 ① 報告書の流れが途切れない。

② 医学報告書 と して整っ た形式を

保つ こ と がで き る 。

わ か ら な い 医 学用 語が あ る 場

合、 そ の都度後のペー ジを め く っ

て調べる必要があ る 。

案 2 わか ら ない医学用語が あ る 場合、

ページを め く る 回数が最小限で調べ

る こ と ができ る 。

多数の 医学用語が 出 て く る 項 目

では 、 報告書の本文 よ り 解説部分

が長 く 、 報告書の流れが途切れて

しま う 。

案 3 ① 報告書の流れが途切れない。

② ｢難 し い｣ 医学用語をす Gこ調

べ る こ と ができ る 。

① ｢難 しい ｣ 医学用語の判断が

作成者に よ っ て異な る 。

② 前記①に よ り 、 統一 した レベ

ルの報告書ができ ない。
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案 4 ｢難 しい ｣ 医学用語が あ る場合 、

目 を移す こ と な く 解説を読む こ と が

で き る 。

① 括弧に よ っ て報告書の流れが

途切れて しま う 。

② 案 3 の①② と 同 じ。

案 5 ① 報告書の流れが途切れない。

② 医学報告書 と して整っ た形式を

保つ こ と ができ る 。

③ 報告書 と 解説書の両方のページ

を開 き な が ら読み進め る こ と がで

き る 。

報告書 と 解説書 と が別冊にな っ

てい る た め 、 管理上の手間がかか

る 。

医学用語が あ る場合 、 ① 括弧に よ っ て報告書の流れが案

各案の書式イ メ ージについて は 、 参考資料 1 の と お り であ る 。

※ 参考資料 1 医学用語の解説 (案 1 ~ 5 )

案 1 について は 、 報告書の最後 に医学用語の解説が あ る ため 、 そ の解説を

参照する都度 、 報告書のページを繰る必要があ る 。

案 2 , 3 , 4 について は 、 一度記載 さ れた用語の解説を再度参照する場合

は 、 そ の都度、 ペー ジを繰 り なが ら該当する 医学用語の解説を探す必要が あ

る 。 さ ら に 、 報告書を作成する部会間で、 ど の用語を取 り 上げ る かな ど記載

方法の統一 を 図 る こ と は困難であ る 。

案 5 について は 、 報告書が 2 部構成に な る が 、 一方 、 解説を参照 し なが ら

本文を読む こ と が 出来る 。

し たが っ て 、 報告書の本文 と 医学用語の解説の 2 部構成 と な っ てい る案 5

が望ま しい 。 なお 、 文 中 の医学用語の右上に * 印を付け 、 そ の横に注釈番号

をつ け る 。

3 ) 原因分析報告書の公表

原因分析報告書は 、 医学的な観点で原因分析 した結果を踏ま え 、 同 じ よ う

な事例の再発防止策や再発防止に 向 け て改善につ なが る と 考 え ら れ る課題等

について提言を行い 、 今後の産科医療の質の 向上を 図 る と と も に 、 原因分析

報告書を児 ･ 家族お よ び分娩機関に フ ィ ー ドバ ッ ク す る こ と に よ り 、 脳性麻

痺発症の原因 について 、 児 ･ 家族お よ び分娩機関の理解を深め 、 紛争の防止

やその早期解決を図 る も のであ る 。

そ して 、 産科 医療の発展のた め 、 お よ び本制度について国民の理解を得る

よ う 透明性を 図 る た め 、 こ れを広 く 公表す る 必要が あ る と の議論が な さ れて

お り 、 こ の公表が課題 と な っ てい る 。

原因分析報告書を公表する にあた り 、 そ の 内容や方法について 、 以下の と

お り 整理 した。
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なお 、 死因究明モデル事業では 、 評価委員会の評価結果報告書の ｢概要版｣

がすでにホームページ上で公表 されてお り 、 ま た 、 ｢第 1 7 回診療行為に 関連

した死因究明等の在 り 方に関す る検討会｣ の配布資料の 中で個人情報を黒 く

マ ス キ ング した報告書の全文が示 されてい る 。

( 1 ) 公表内容

案 1 原因分析報告書の 内容を省略する こ と な く 、 個人｣情報保護に十分配慮

して全文を公表する 。

案 2 原因分析報告書について個人情報を含ま ない内容で要約 した概要版を

公表する 。

案 3 原因分析報告書の ｢事例の概要｣ について個人情報を含ま ない内容で

要約 した上で 、 ｢脳性まひ発症の原因 ｣ 、 ｢ 臨床経過に関する 医学的評価｣ 、

｢今後の産科医療向上のため に検討すべき事項｣ について は個人情報

保護に十分配慮 して全文を公表する (案 1 と 案 2 の折衷案) 。

案 メ リ ッ ト デ メ リ ッ ト

案 1 ① 省略部分がない報告書が掲載 さ

れ る ので 、 透明性 と 資料的価値が

高い。

② マス キ ング作業以外の処理が必

要ない 。

① 報告書全文 と な る の で 、 掲載

量が大 と な る 。

② 個人の特定には至 ら ない場合

で も 、 産科はプ ラ イ バシーに係

る 情報が 多 く 含 ま れて い る た

め 、 公表に対す る保護者の抵抗

感が強い。

③ どの部分をマス キ ン グする か

の基準を定め る必要があ り 、 更

に 、 マ ス キング作業を実施する

負担が生 じ る 。

④ マス キ ング漏れに よ る 個人情

報の漏洩が懸念 さ れる 。

案 2 ① ｢事例の概要｣ 部分を個人情報

を含ま ない内容で要約する こ と &こ

よ り 、 案 1 のデメ リ ッ ト ②に掲げ

た 、 公表に対 して抵抗感が強い保

護者の理解が比較的得やすい。

② 報告書の要点を ま と めた も ので

あ る た め 、 内容の把握が容易であ

る 。

①医学的評価の部分について 、 詳

細 等 が把握 で き な い こ と に な

る 。

② 全文が知 り たい場合 、 改 め て

マス キ ング作業をする 必要が あ

る 。 そ の場合は 、 案 1 のデメ リ

ッ ト ③、 ④ と 同 じ。
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③ 前記案 1 、 後記案 3 のデメ リ ッ

ト の① の掲載量が 大 と な る 問題

は 、 解消 さ れ る 。

④ マス キング作業を伴わない こ と

か ら 、 マス キ ング洩れに よ る 個人

情報の漏洩を防止で き る 。

⑤ 本委員会の審議に際 して作成す

る予定の報告書の概要版を活用 で

き る 。

案 3 ① 前記案 2 の メ リ ッ ト の① と 同

じ。

② ｢脳性ま ひ発症の原因 ｣ 、 ｢ 臨床

経過に関する 医学的評価｣ 、 ｢今後

の産科医療向上のために検討すべ

き事項｣ について は 、 個人情報保

護に十分配慮 して全文を公表す る

ので、 透明性 と 資料的価値が高い。

① ｢脳性ま ひ発症の原因 ｣ 以下

の記述が長 く な る ので 、 掲載量

がやや大 と な る 。

② ｢脳性まひ発症の原因 ｣ 以下

の記述に非公表 と す る部分が含

まれてい る場合、 マス キ ング作

業が必要 と な る 。

③ 前記案 1 、 後記案 3 のデメ リ

各案の書式イ メ ージについて は 、 参考資料 2 の と お り であ る 。

※参考資料 2 原因分析報告書 (公表用 、 案 1 ~ 3 )

( 2 ) 公表方法

案 1 運営組織のホー ムページに全件掲載 し 、 誰で も 閲覧で き る よ う “こす

る 。

案 2 運営組織に対 して一定の手続き を した者のみが閲覧でき る よ う &こす

る 。

案 メ リ ッ ト デメ リ ッ ト

案 1 ホ ー ムページに掲載 さ れる ので 、

提供 さ れ る情報の透明性は高い。

ホ ー ムページにマ ス キ ン グ した

報告書全件を掲載 した場合 、 それ

を題材に してネ ッ ト 上で悪用 さ れ

る懸念が あ る 。

案 2 要望者の氏名 、 住所、 使用 目 的等

を確認する こ と &こ よ り 、 報告書の悪

用 を牽制で き る 。

① 情報の透明性 と い う 観点か ら

は 、 低 く な る 。

② 一定の手続 き を要す る た め 、

相応の事務負担が生 じ る 。
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以上よ り 、 個人情報を含ま ない内容で要約 した概要版を運営組織のホーム

ページ上で全件公表する のが実務的に最 も望ま しい公表の あ り 方 と 考え られ

る 。

ま た 、 ホームページ上に掲載する期間 を定め る こ と と し 、 そ の期間 を 5 年

間 と する 。 さ ら に 、 一般の閲覧者に も理解でき る よ う 、 医学用語の解説文を 、

ホームページ上に も 掲載す る 取 り 扱い と する 。

なお 、 ホームページ上には ｢概要版｣ を掲示する が 、 マ ス キ ング した報告

書の全文については 、 一定の手続き を した者のみが閲覧でき る よ う にす る方

法を費用負担面 も含めて検討する 。

4 ) N I C U 等か ら の新生児期医療の情報収集について

新生児期医療の情報は 、 原因分析 ･ 再発防止の観点か ら重要であ る ため 、

分娩後に児が分娩機関か ら N I C U等へ搬送 さ れた場合、 分娩機関は 、 N I

C U等か ら の新生児期医療の情報 も 当機構へ提出す る こ と と さ れてい る 。

しか し なが ら 、 N I C U等か ら家族か ら の 同意書がない と 資料の入手がで

き ない場合は 、 運営組織よ り 家族宛に資料 2 - 1 ｢原因分析のた め の診療情

報の入手について (お願い) ｣ を送付 し 、 同意書を手配 し 、 入手 した同意書 と

と も にN I C U等宛へ資料 2 - 2 ｢診療情報の提供について (お願い) ｣ を送

付 し 、 N I C U等か ら新生児期医療の情報を直接入手する 。

※資料 2 - 1 原因分析のた め の診療情報の入手について (お願

い)

診療情報の提供について (お願い)※資料 2 - 2

5 ) その他
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(案)

医学的評価に用いる用語について

1 . 医学的評価の医療水準については、 高い レベルから 、 低い レベルまで幅広い範囲に

わたっている 。 また、 医学的評価に用いる用語については、 様々 な多 く の用語があ る 。

したがって 、 医学的評価にあたっては、 それぞれ医療水準に応 じた用語が、 統一の と

れた認識のも と に用い られる こ と が重要である 。

そ こで、 医療水準に応 じて用いる用語について、 表 1 の と お り 整理した。

2 . 死因究明のモデル事業の ｢調査に携わる 医師等のための評価の視点 ･ 判断基準マニ

ュ アル案 ( 2 0 0 8 年度版) ｣ において 、 臨床経過に関する 医学的評価の適切性の有無

に用いる用語劉は、 ｢適応の適切 さ ｣ 、 ｢治療手技の適切 さ ｣ 、 ｢患者管理の適切 さ ｣ の項

目 ご と に例示 しているが 、 原因分析報告書作成にあたっては、 それぞれの項 目 ご と に例

示せ十ずに共通に用語を用いる こ と とする 。

また、 医療水準については、 死因究明のモデル事業では、 ｢適切性あ り ｣ 、 ｢適切性強

い｣ 、 ｢適切性弱い｣ 、 ｢適切性な し｣ に分類しているが、 原因分析報告書における 医学的

言鮖価については、 医療水準が高い レベルから 、 低い レベル と整理する。

ただし、 産科医療補償制度の ｢臨床経過に関する 医学的言鮖価｣ は、 分娩機関からの情

報および児 ･ 家族か らの意見に基づいて、 いわば一定の範囲の中で行っ てお り 、 ま た、

それぞれの診療行為等の医学的評価については、 学会等で明 らかでない場合、 標準 と さ

れる指針が示されていない場合、 ひと つの診療行為に対してい く つかの見解があ り 一致

しない場合等も ある こ と か ら 、 明確な医学的評価ができ ないこ と も あ る 。 その場合は、

その よ う に記載する。
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高 い

｣ 、

医

療

水

準

、 r

低 い

･ 優れている 。

燃そぶ銅轆代鰯逡優露巍躯馨議る認
諾蓮運籟鬮輻叢黄粉寒 さ麓歳ぎ

･ 妥当である。

を 訝す き一 明 ′※で 滋 . ′ :な に
ヒ マ 臣題 . - , ト レ ･ 1 M J L 、 .
M L ′ ミ ー ･ 乙) ゞ キ ト }さ ^ … ~

ソ ト ′ 霊 ･ ↑ ･ 、 人 ′盈 ′ " " \
. ･ “ ‐ { ' は ｢ 、 くで " メ ハ ハ し ‘ ^

◆ 問題はない。

、 、 為に琴窓炙翌ミ棄毛

諄災難式醸瀰馨繊麗曲臘鰹謙譲藻嘉
終ぞ2蓮颯廳舞麩鷲鷺濃艶凝議きる誠 嚢

･ 選醐沢肢のひ とつである。

･ 外れる ものではない。

･ 考え られる処置のひ と つである 。

密ミ漱ぎ裟巍費鴎園隣接鍍鱗築

･ 妥当性を欠 く 選襲択ではない。

･ 必ずし も不適切 と は言えない。

医療水準 ･ 検討の余地がある。

･ 妥当性には両論の意見がある。

･ これに関するエ ビデンスがない。

･ (評価でき ない理由) のため 、 妥当かど う かの判断はでき ない。

｢ 1 メ もおこ′ " 〉 V ･g h

(ただ し、 旦ひ : , . “ 寸も 湯 △ は、 医療水準と して低い と みま言えな

場合も有 り 得る)

M屹ベゼソメ " ′ ‐

(ただ し、 最先端医療等の場謠介は、 医療水準 と して低い と は言えない

場合も有 り 得る )

･ 妥当な処置と は言えない。

ゞ、讓礬讓讓嚢蘂飜蹴焚ぷ讓濶] ぐ~
、 超蕪繭褻当謹潴羞じ醸さ 淺

“ 鮮鞠證麺麺魔難溌等;襲

撃 瀰霧雙鬘皺瀕鹸灘藷鱗滋癪凄
{ 溌判断朧謀議!讓務撥窪蜜諺黍 ‘ ,

･ 妥当ではない。

適切性あ り

　
適切性不明

　

▼

適切性な し

注 1 ) 表 1 の網掛け されている用語は、 ｢調査に携わる 医師等のための言鮖価の視点 ･ 判

断基準基準マニュアル案 ( 2 0 0 8 年度版) ｣ よ り 引用 した もので、 網掛け されてい

ない用語は、 仮想事例の原因分析報告書の ｢臨床経過における 医学的評価｣ で使用
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した用語である 。

また)燕線の囲みに示されている用語は、 明確な医学的評価ができ ない場合に使

用する用語をあげた。

注 2 ) それぞれの用語は、 縦軸が示す医療水準に概ね対応 しているが、 正確なものでは

な く 、 あ く まで もイ メ ージ と して示 している 。

3 . 診療行為等については、 通常い く つかの選択肢があるが 、 他の選択肢がない場合も

有 り 得る 。 ｢他の選択肢な し｣ と 判断される場合に用いる用語は表 2 の と お り であ る 。

　

他の"競馬技がない場合に使用する用語

孑] 協 議 〃N" 'エ鬱さ ' : 愛すス 、 煽 さ く ｣ 小 入 亞メ 竜 ‘ ‐ ' 〃 きh姦態憑ぁ , 宝

4 . 仮想事例 2 の原因分析報告書の中の 、 い く つかの ｢臨床経過に関する 医学的評価｣ の

記載について 、 その医療水準を確認する と と も に、 同 じ医療水準に対応 した別の用語に

置き換える こ と を検討した。

( 1 ) 胎児心拍数聴取の間隔について

本事例では、 陣痛が弱 く 、 分娩の進行も遅れていたこ と 、 ま た、 それまでの経過

叩こ胎児心拍数の異常が一度も認め られていないこ と か ら 、 胎児心拍数聴取の間隔

にっいては、 遜競さじ窓不適切臨ま言淺膝む臨

模擬部会での審議において 、 こ の診療行為の医療水準は、 ｢中 レベル｣ と整理された。

同 じ レベルの表現と しては、 以下の よ 効こ置き換える こ と ができ る 。

･ 本事例では、 陣痛が弱 く 分娩の進行分娩の進行も遅れていたこ と 、 ま た、 それまでの

経過中に胎児心拍数の異常が一度も認め られていないこ と か ら 、 胎児心拍数聴取の間隔

3



については、 問題は逡競う漉さ

( 2 ) 人工被膜に対する評価

本事例では、 分娩監整兜装置が装着され、 胎児心拍数に異常がないこ と と 、 子宮 口

が 8 ~ 9 c m開大 している こ と が確認された後、 微弱陣痛の診断の も と に陣痛増強

を期待 して人工膜が行われた。 午前 3 時か ら装着された分娩監銘難装置の記録で胎児′

拍数は正常であ り 、 児頭の位置に関する診療録の記載はないが 、 子宮 口が 8 ~ 9

o m開大 している こ と か ら 、 本事例における こ の時点での人工葡瑚莫は妥当性を欠く

選択超は凝ふと判断きれる‐

模擬部会での審議において 、 こ の診療行為の医療水準は、 ｢中 レベル｣ と整理された。

同 じ レベルの表現と しては、 以下のよ う に置き換える こ と ができ る 。

･ 本事例における この時点での人エ被膜は、 医学的基準液舵逸脱拶た拝為ではき"

･ 本事例こおける この時点での人工破膜は、 選択肢と 襲丈跨り‐得る諺

( 3 ) ア ト ニン-○の点滴速度

本事例では同上溶解液の点滴が 3 0 m 1 /時間で開始されている 。 こ のため過強

陣痛が誘発された事実はないも のの、 ア ト ニン-○開始時のこの点滴速度は適切絵

はね春空だき

模擬部会の審議において、 こ の診療行為の医療水準について詳細な審議は行われてい

ないが、 医療水準は ｢低い｣ と整理され、 適切でない と記載されている 。 同 じ レベルの

表現と しては、 以下の よ う に置き換える こ と ができ る 。

･ 本事例では同上溶解液の点滴が 3 0 m y時間で開始されている 。 こ のため過強陣痛

が誘発 された事実はないものの 、 ア ト ニン-O開始時の こ の点滴速度は匿繭篩襄蜜鱸諺咬穣
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( 4 ) ク リ ステ レル胎児謳土出法の吸引分娩と の併用にっいて

ク リ ステ レル胎児圧出法は、 吸引分娩の娩出力の補完に有効である と されている

が、 子宮破裂や母体内臓損傷の危険、 胎盤循環の悪化の可能性も報告されてお り 、

功罪についてのエ ビデンスが乏 しいのが現状である 。

しか し、 一般的にク リ ステ レル胎児圧出法は何回も施行する ものではな く 、 も う

少 しで児の娩出が見込める状態で行 う も ので、 本事例では、 午前 5 時 1 0 分か ら

2 0 分間に及ぶ吸引分娩で児の娩出に至 らなかったのであるか ら 、 こ こではク リ ス

テ レルの併用によ り 、 次の 1 、 2 回の牽引で児を娩出出来る と の確かな判断がなけ

れば、 施行すべき ではなかった と 言える 。 ま た、 同法の施行中に胎児心拍数パター

ンが悪化 した時点で方針を変更する選聾択肢も あった。 従って 、 午前 5 時 3 0 分か ら

ク リ ステ レル胎児謳土出法を併用 した吸引分娩を施行 しそれを 2 0 分間にわたっ て

繰 り 返したのは愛馨溌鷺置娑秀麗壽鑑凝議礎

模擬部会での審議において、 こ の診療行為の医療水準は、 産婦人科診療ガイ ドライ ン

の参考意見 ｢ C ｣ であれば、 ｢妥当でない｣ と書かない方がよい と い う こ と で、 ｢妥当な

処置 と は言えない｣ と 記載された。 しか し こ の ｢妥当 な処置と “ま言えない｣ を表 1 の中

では、 医学的水準は ｢低い｣ と なっている 。

注) 産婦人科診療ガイ ドライ ンには、 ｢吸引分娩総牽引時間 2 0 分以内ルール｣ があって 、

推奨レベル“淘最低 レベルの ｢ C ｣ であ り 、 それが意味する のは、 ｢実施する こ と が考慮され

る (考慮の対象だが、 必ずしも実施が勧め られる わけではない) ｣ と なっている。
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5 . 表 3 の 中の用語は、 仮想事例 1 、 2 で医学的評価に使用 されているが 、 今後 ｢言鮖価

していない｣ 等の理曲こ よ り 医学的言鮖曲こ使用 しないこ と とする 。

理由 使用 されている用語

評価していない
00が ( も ) 必要である。

一般的に00が勧め られる。

仮定条件を も と をこ した用語である 00であれば00である。

あいまいな評価である
問題はなかったも の と 考え られる。

妥当な○○ と願われる。
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(案) 事 務 連 絡

平成 年 月 日

保 護 者 あて

財団法人 日 本医療機能評価機構

産科医療補償制度運営部

原因分析のための診療情報の入手につ いて ( お願い )

同 封の ｢原因分析のための保護者の意見｣ について (事前の ご案内 ) にて お知 らせ し

て お り ます よ う に 、 日 本医療機能評価機構お よ び当機構に設置 し ま し た専門家か ら な る

原因分析委員会において 、 お子様の脳性まひ発症の原因分析を開始す る こ と に な り ま し

たが 、 原因分析を実施する に あた り ましては 、 別添内容の新生児期医療の診療情報が必

要 と な り ます 。

こ の こ と に関 し 、 お子様の場合 、 分娩機関か ら … セ ン タ ー (具体名 ) に搬送 され

て お り ますので 、 分娩機関か ら 当機構に資料 と し て提出 された診療録等に加えて 、 その

医療機関での診療情報が必要 と な り ます 。

そ こ で 、 お子様が搬送された医療機関に対 し 、 当機構が直接、 お子様の診療情報を入

手する こ と に ついて ご同意を いただ き た く 、 お願いする次第です 。

つ き ま し ては 、 かかる事情を ご理解いただき 、 同封の ｢ 同意書｣ に署名 ･ 押印 し て い

ただき 、 当機構に返送 して いただき ま し て 、 ご協力 を賜 り ます よ う よ ろ し く お願い申 し

上げます 。

ま た 、 こ れ ら の診療情報につ きま し て は 、 個人情報に十分に配慮 し 、 原因分析以外の

目 的には使用 し な い こ と を確約 させて いただ き ます 。

な お 、 こ の手続きに関 し て費用が生 じ る場合には 、 当機構において負担いた し ます こ

と を 申 し添 えます 。

< 本件に関す る お問合せ先>

財団法人 日 本医療機能評価機構

産科医療補償制度 原因分析 ･ 再発防止担当 (00 )

電話 〇 3 5 2 1 7 一 2 9 2 0 午前 9 時~午後 5 時 (土 日祝 日 除 く )



同 意 書

医療機関名 あて

日 本医療機能評価機構が運営組織 と し て実施 し て い る 産科医療補償制度の原因分析

のため 、 患者0000の親権者 と し て 、 同 人が貴院入院中にお ける診療情報を 、 日 本医

療機能評価機構に提供する こ と に同意 し ます 。

同機構が原因分析に必要 と す る診療情報をすべて提供 し て差 し支え あ り ません 。

な お 、 当該診療情報は 、 ｢ 日 本医療機能評価機構 産科医療補償制度 原因分析 ･ 再

発防止担当 ｣ あて に直送 し て く だ さ い 。

平成 年 月 日

患者0000親権者法定代理人

住所 … … … ■ ■

父 0 0 0 0 印

住所 … … …

母 0 0 0 O EP



事 務 連 絡

平成 年 月 日

N I C U 等医療機関病院長 あて

財団法人 日本医療機能評価機構

理事 ･ 産科医療補償制度運営部事業管理者

産科医療補償制度原因分析委員会委員長

上 田 茂

岡井 崇

診療情報の提供について ( お願い)

謹啓 時下ますますご清祥の こ と と お慶び申 し上げます。

平素は産科医療補償制度の事業運営につき ま して格別の ご高配を賜 り 誠にあ り が と う ご

ざいます。

さ て 、 産科医療補償制度は ｢速やかな補償｣ の機能 と と も に 、 脳性麻痺発症の原因分析

を行い 、 同 じ よ う な事例の発生の防止に役立つ情報を提供する な どの ｢原因分析 ･ 再発防

止｣ の機能を有 してお り 、 本制度の創設趣旨であ る紛争の防止 ･ 早期解決お よび産科医療

の質の向上を図 るため に、 十分を情報を基に適正な原因分析を行 う こ と と しています。 ま

た 、 その 中 で、 新生児期医療の診療情報について も 、 原因分析 ･ 再発防止の観点において

重要であ る と位置づけ られてお り ます。

そ して 、 出生 した児が脳性麻痺等に よ り N I C U等に搬送 された場合、 当該N I C U等

の医療機関においては、 分娩機関に対し 、 新生児期医療の診療情報を ご提供 される よ う 、

日 本未熟児新生児学会等を通 じま して 、 ご協力 をお願い してい る と こ ろであ り ます。

と こ ろで、 平成00年○月 ○ 日 、 分娩機関 (具体名 ) か ら 貴施設に搬送 された、 患者○

000 さ んの原因分析を行 う &こ あた り 、 当該分娩機関か ら提出 された診療録 ･ 助産録等で

は新生児期医療の診療情報が十分ではあ り ません。

つき ま して は 、 患者0000 さ んの保護者か ら 、 別添の と お り 同意書をいただいてお り

ますので、 産科医療補償制度の趣旨を ご理解いただき 、 ご多用 中 、 誠に恐縮ですが 、 貴施

設で保有する患者0000 さ んの新生児期医療の診療･情報の ご提供方について 、 ご協力を

賜 り ますよ う 、 よ ろ し く お願い 申 し上げます (必要 と する情報は、 別紙記載の内容であ り 、

該当部分の診療録の写 し、 サマ リ ー、 メ モ等で差 し支えあ り ません。 ) 。

なお 、 本請求に関 し、 費用が生 じ る場合は、 当機構において負担 させていただき ますの

で、 その金額等についてお知 らせいただければ幸いです。

末筆なが ら 、 ご 自 愛専一のほ どお祈 り 申 し上げます。

敬具

<原因分析に関す る お問合せ先>

財団法人 日本医療機能評価機構

産科医療補償制度 原因分析 ･ 再発防止担当 (担当

○ 3- 5 2 1 7 一 2 9 2 0 午前 9 時~午後 5 時 (

00 )

午前 9 時~午後 5 時 (土 日祝日 除 く )



診療録 ･ 助産録およ び検査データ 等の記載事項

新生児記録

( 1 ) 新生児出生時情報 : 出生体重 、 性別 、 ア ブガー ス コ ア 、 体温 ･ 脈
拍 ･ 呼吸等の一般状態 、 臍帯動脈血ガス値※注、 出生時蘇生術の有
無 (酸素投与 、 マ ス ク 換気、 気管挿管 、 心マ ッ サージ 、 薬剤 の使
用等) 等

※注 : 個別審査対象の児に必要で あ り 、 他の児 について も 検査する こ と が望ま しい。

( 2 ) 診断 : 新生児仮死(重症 ･ 中等症) 、 MAS 、 RDS 、 IVH、 頭血腫、
先天異常 、 症候性低血糖、 核黄疸、 感染症、 新生児 けいれん等

( 3 ) 治療 : 人工換気、 薬剤 の投与 (昇圧剤 、 抗けいれん剤等) 等
( 4 ) 退院時の状態 : 身体計測値、 栄養方法 、 哺乳状態、 臍の状態 、 退

院年月 日 、 新生児搬送の有無 、 搬送先施設名等
( 5 ) 新生児代謝ス ク リ ーニ ン グ結果

( 6 ) 新生児 に関する保健指導
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